
 

平成２７年度福島大学キャンパスライフ活性化事業募集要項 
 

目 的 
福島大学のキャンパスライフ活性化・充実のため，本学の構成員に夢を与え，明日に

向けての活力となるような企画・提案を学生の皆さんから募集します。 

想定される

事 業 

①キャンパス生活を快適にするための事業，②研究・製作・調査（卒業研究に関係す

るものは除く），③地域社会との文化的・社会的連携に寄与する事業，④福島大学のＰＲ

に関する出版，ビデオの作成等の事業，⑤国際交流に関する事業，⑥スポーツ・文化活

動に関する事業，⑦ボランティア活動，⑧２１世紀にふさわしいフェスティバル，⑨学

生・教職員に夢を与えることができる事業，⑩その他キャンパス生活をより充実（課外

活動紹介・大会応援など学生参加企画等）させる事業。 

補 助 金 額 

１事業上限２０万円（審査により査定） 

※補助は物品等による現物（用紙，文房具，材料等の消耗品）支給を原則とします。 

※詳細は裏面参照。 

採 択 件 数 ５件程度（予定） 

応 募 資 格 
本学学類学生(現代教養コース生含む)及び大学院生で個人又は団体（サークル等）。た

だし，１個人・１団体で１件の応募に限定。※非正規生も応募可。 

応 募 方 法 

学生課・教務課事務室［窓口］または 

学生課ホームページ（http://gakusei.adb.fukushima-u.ac.jp/）より所定の様式を入

手し，募集期間内に提出してください。 

募 集 期 間 平成２７年４月２３日（木）～５月１５日（金）※厳守 

選 考 方 法 

【①書類審査】平成２３年度から実施しません。 

【②プレゼンテーション】 

 審査委員へプレゼンテーションを行って頂きます。（※5/20（水）午後予定，義務出席） 

【③最終審査】 

 プレゼンテーション後，最終審査および採択事業への査定を行います。 

※査定の結果，条件付きや減額査定となる場合があります。 

選 考 結 果 

発 表 

平成２７年６月１日（月）（予定） 

※採択者（団体）には，代表者に個別通知します。また，学内に掲示します。 

事 業 期 間 

平成２７年６月１日（月）（予定）～平成２７年１２月２５日（金）まで ※厳守 

※予算執行は事前相談が必要です。裏面をご覧ください。 

※本学大学祭一般公開（１０月３１日・１１月１日）時に，採択事業紹介ブースを設

置しますので，採択団体等は，必ず実施報告（又は中間報告）および設営・運営を

していただきます。 

実施報告書 

の 提 出 

事業実施後は，所定の様式により報告書を提出していただきます。 

※報告書提出締切日 平成２８年１月６日（水） 

※報告書をもとに冊子等の成果物を作成しますので，〆切を厳守してください。 

問合せ窓口 学生課課外活動支援担当（電話）024-548-8054 



キャンパスライフ活性化事業 補助について 

 

１．補助方法・対象について 

補助については，物品等による「現物支給」が原則となります。補助対象については下記の例を参

考にしてください。ただし，例以外にも必要性の観点から補助対象とならない場合がありますので，

事前に必ず相談してください。なお，不要（代替可能）・不明瞭と想定される支出については補助対象

となりません。 

（参考例） 

 

２．物品購入等の手続きについて 

事前に相談のうえ，所定の用紙により，遅くても２週間前までに学生課に申請してください。事前

相談・申請なく物品等を購入した場合は，補助対象となりませんので注意してください。 

※学生による立替は認めません。 

※インターネットでの購入を希望する場合は，掛売が可能か，見積・納品・請求書の発行が可能か

などを確認のうえ申請を行ってください。 

 

＜基本的な物品購入等手続きの流れ＞ 

 

 

 

 

 

（上記流れの矢印内容は以下の通り） 

①物品等購入等に伴う事前相談・申請 ※見積書・カタログ等添付，品番等指定 

②学生課より発注 

③学生課に納品 ※発注から約２週間 

④学生へ授受（備品の場合は事業終了後，学生課に返却） 

※購入には時間がかかりますので，計画的な申請を行ってください。 

※謝金・旅費等の額は本学規定によります。また別途手続きが必要となります。 

援 助 で き る も の 援 助 で き な い も の 

・催事を行う場合の会場や物品の借上費 

・備品費（事業に必要不可欠なものに限る） 

※終了後は学生課に返却。 

・用紙，文房具類，材料等の消耗品費 

・パンフレット，報告書等の印刷費 

・通信運搬費（切手，送料）送付先明記 

・近距離旅行で必要が認められる場合のＪＲ・バ

ス等の乗車券 

・団体で実施する場合のバス借上費 

・講演者等への謝金・旅費等（本学規定による） 

・その他，企画事業を実施する上で必要と認めら

れるもの（要相談） 

・学会，団体等への登録費，参加費 

・備品費（机椅子，書庫，ロッカー，コピー機等） 

・飲食費（物） 

・遠距離旅行の旅費 

・アルバイトの賃金 

・景品・賞品のための物品購入 

・見積書・納品書・請求書が発行できない物品 

・掛売ができない物品 など 

採択事業者（学生） 学生課 業者等 

① ② 

③ ④ 


